




































































































































表 4　日本赤十字豊田看護大学「赤十字関連科目と時間数」 平成 18 年～平成 20 年













































　実動訓練２日目はdERU（domestic Emergency Response 
Unit：国内型緊急対応仮設診療所）の立ち上げ、および
医療資器材（コンピュータ装備）や浄水機、簡易トイレ
などを備えた大型救護所を見学した。また、dERUを活
用した救護班の二次トリアージや治療も見学学習をし
た。短大時代体験した救護用資器材の取り扱いは、学生
数が多く実際には演習ができていない。しかし、救護班
の dERUを活用しての実動訓練の見学を行っている。
演習終了後のアンケートでは、「わかった」までに至っ
ていないが印象に残っているようだ。
３）講義について
　災害看護の講義は災害看護論、災害救護演習のオリエ
ンテーション、国際看護を行う。30 時間のなかに講義
と演習が含まれるため、講義の内容が災害サイクルの急
性期が中心となり、復興期・慢性期・静穏期および国際
看護に関する授業内容が不十分になっている。
Ⅲ．災害看護演習の課題
1．学生数の問題
　赤十字救急法は１グループ平均約 72 名と人数が多
い。救急法指導員１名の学生担当数が 10 名以上とな
る。人数が多く指導に時間がかかる。また、目も行き
届きにくく、さぼる学生が出てくる。現在二展開で行
っているが、カリキュラムの課題や教授人員の余裕が
あれば三展開が望ましい。
2．集中講義のため、１日欠席すると出席日数不足によ
り、単位認定ができない。特殊な授業内容のため補講
が困難である。３年生開講のため、４年次で再受講さ
せていたが、新カリキュラムでは、補講の道がない。
3．災害救護演習は、日本赤十字愛知県支部救護班要員
訓練と合同で行っている。学生には、患者・家族役、
ボランティア役、担架班などそれぞれの役割を担って
いるが、学生人数が多いため観察の時間が多くなって
しまう。また、災害現場・医療現場・災害拠点病院に
おける救護体験をさせたいが、困難である。
　　二展開とすれば、上記の問題の多くは解決できるが、
カリキュラムの問題、日本赤十字愛知県支部や名古屋
第一赤十字病院および名古屋第二赤十字病院などの対
応が困難である。
4．授業時間 45 時間の中で赤十字救急法、災害救護演
習、災害看護学の授業を行っている。このため災害看
護学の講義回数を減らさざるをえない。このため問題
を解決するため、新カリキュラムでは災害看護学と災
害演習は 2科目に分けた。
5．赤十字救急法、災害救護演習は集中講義となるが、
カリキュラムの関係上連続した日時の確保が難しい。
また、災害救護演習で学生を指導する教員は、その都
度の応援依頼で行っている。2日間継続した指導担当
できる教員の確保が難しく、簡単なオリエンテーション
しかできず、教育の質の担保が困難な状況であった。
6．災害救護演習は、急性期の災害医療を中心とした内
容になっている。災害救護所、避難所や仮設住宅など
の運営やケアに関わるワークショップなど災害サイク
ル慢性期・復興期や静穏期の看護の授業内容を増加さ
せたい。
7．日本赤十字愛知県支部や名古屋第一赤十字病院・名
古屋第一赤十字病院などとの合同演習であるため、日
程調整が難しい。
8．災害から身を守る自己防災の知識を、その実践力や
行動化がされていない。
